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希学園 第330回 公開テスト 小６ 算数 2019年11月10日実施 解説 (２－１)

２ 900ドル＝104×900(円)なので，

104×900÷117＝800(ユーロ)

小数第２位の和…Ｄ＋Ａ＝10

小数第１位の和…小数第２位から１くりあがるので，Ｃ＋Ｂ＝９ となる。

よって，10×10＋９×１＋９×0.1＋10×0.01＝110

単価の比は，60円：100円＝３：５

買った本数の比は，(12÷３)：(５÷５)＝４：１
１

よって，60× ＝12(本)
４＋１

いつもの速さで進むと，13分後にはある日よりも，15×13＝195(ｍ)後ろにいる。

よって，Ｂ地点より，195＋90＝285(ｍ)手前にいる。

このきょりを，16－13＝３(分)で進むので，速さは，

285÷３＝95(ｍ/分)

よって，95×16＝1520(ｍ)

９の倍数になるのは，９の倍数×他，または３の倍数×３の倍数のとき。

・９を選ぶとき，もう１枚のカードは14通り。

・３，６，12，15から２枚選ぶとき，４Ｃ２＝６(通り)

よって，14＋６＝20(通り)

図のように，ＯＣを結ぶ。

ＯＣ＝ＯＢ，ＯＢ＝ＣＢより

三角形ＯＣＢは正三角形。

よって，角ＯＢＣ＝60度となる。

また，角ＢＯＤ＝角ＢＣＤなので，

(360－60－90)÷２＝105(度)

三角形ＡＥＨと四角形ＨＦＣＧの面積が

等しいので，両方に斜線部分をつけたし

た三角形ＡＢＦと四角形ＥＢＣＧの面積

も等しい。

ＢＦ＝12÷２＝６(㎝)より，

ＥＢ＋ＣＧ＝６(㎝)

よって，６－3.8＝2.2(㎝)
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図のように，直方体の３辺を ，

， とする。

＋ ＝７(㎝)

＋ ＋ ＝10(㎝)

よって， ＝10－７＝３(㎝)

また， ＝７－３＝４(㎝)

＋ ＝８(㎝)より， ＝８－３＝５(㎝)

よって体積は，３×５×４＝60(㎤)

３ 全体の水量をＬＣＭ(32，48，96)＝96とする。

Ａ＝３/分，Ｂ＝２/分，Ｃ＝１/分となるので

96÷(３＋２＋１)＝16(分)

96－３×３－(３＋２)×３＝72

３＋３＋72÷(３＋２＋１)＝18(分後)

４ １から９までの各位の積の和は，１＋２＋…＋９＝45

10から19までの各位の積の和は，１×(０＋１＋２＋…＋９)＝45

20から29までの各位の積の和は，２×(０＋１＋２＋…＋９)＝90

よって，45＋45＋90＝180

30から39までの各位の積の和は，３×(０＋１＋２＋…＋９)

以下同様に，90から99までの各位の積の和は，９×(０＋１＋２＋…＋９)

よって，45＋(１＋２＋…＋９)×(０＋１＋２＋…＋９)＝2070

100から109までの各位の積の和は０

110から119までの各位の積の和は，１×１×(０＋１＋２＋…＋９)

120から129までの各位の積の和は，１×２×(０＋１＋２＋…＋９)

以下同様に，

290から299までの各位の積の和は，２×９×(０＋１＋２＋…＋９)

よって，2070＋(１＋２)×(１＋２＋…＋９)×(０＋１＋２＋…＋９)
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希学園 第330回 公開テスト 小６ 算数 2019年11月10日実施 解説 (２－２)

５ 図のように，ＰＱを結ぶ。

三角形ＰＱＲと三角形ＡＢＲは相似で，

相似比は１：３。

よって，ＡＲ：ＲＰ＝３：１
１

三角形ＲＢＰ＝三角形ＡＢＰ× より，
３＋１

２ １ １
× ＝ (倍)となる。

３ ４ ６

図のように，ＳＰを結ぶ。

三角形ＳＰＴと三角形ＣＡＴは相似で，相似比は２：３。

よって，ＡＴ：ＴＰ＝３：２。
２

三角形ＴＰＣ＝三角形ＡＰＣ× より，
３＋２

１ ２ ２
× ＝ (倍)

３ ５ 15

右の図の網目部分( の部分)と黒塗り部分( の部分)を３回引くので，

１ ２ １
斜線部分の面積は，１－( ＋ )×３＝ (倍)

６ 15 10

６ 流れの速さを１とすると，上りの速さは５。

下りの速さは，５＋１×２＝７となる。

よって，７÷１＝７(倍)

ダイヤグラムは下の図のようになる。数字は速さの比を表す。

ＡからＢまでは，５＋１＝６ずつひらき，

ＢからＣまでは，７－１＝６ずつちぢめる。

速さの比が，６：６＝１：１

同じきょりをひらいてちぢめるので，船がＡＢ間とＢＣ間を進む時間も１：１。
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予定より多く時間がかかるのは，ＢＣ間を進み，ＣＢ間を進むことが原因。

ＡＢ間が10分なので，ＢＣ間も10分かかる。

またＢＣ間とＣＢ間について，速さの比は７：５より，

かかる時間の比は５：７。

７
よって，ＣＢ間は，10× ＝14(分)かかる。

５
10＋14＝24(分)

７ 円が通過しない部分は右の図の斜線部分。

６×６－３×３×π＝36－９×π＝7.74(㎠)

20－６×２＝８(㎝)

20×20－８×８－7.74＝328.26(㎠)

上から見た図で右の図のように分ける。

×４は円すいとなる。
１

３×３×π×４× ＝12×π＝37.68(㎤)３

は三角柱となる。６×４÷２×８×４＝384(㎤)

は三角柱となる。３×４÷２×３×８＝144(㎤)

は右の図のように，直方体から四角すいをくりぬ

いた形になる。
１

(３×３×４－３×３×４× )×４＝96(㎤)
３

37.68＋384＋144＋96＝661.68(㎤)

(配点) ･ ；各５点×４ 他；各４点×20

６㎝

８㎝


